
新発見相次ぐ！～北から南から～新発見相次ぐ！新発見相次ぐ！

下ノ原Ｂ遺跡（大口市）

南摺ヶ浜遺跡（指宿市）

～北から南から～～北から南から～

張り出しのある竪穴住居群張り出しのある竪穴住居群

Kagoshima  Prefectural  Archaeological  Center
鹿児島県立埋蔵文化財センター

平成２０年　２月１８日発行平成２０年　２月１８日発行平成２０年　２月１８日発行

第４６号

ぶ　　んま　　い

・新発見相次ぐ！………………………… １

・平成19年度 センター発掘調査の成果 …… ２・３

・教育県民週間に現地説明会を実施 ………… ４

・シリーズ埋文豆知識⑥　　「竪穴住居」 ……… ５

・熱い討論！「大津保畑遺跡 落とし穴シンポジウム」 ……… ６

のぞいて
みよう！

目　次

　大口市の下ノ原Ｂ遺跡では，竪穴住居

８軒を含む，古墳時代の集落跡が発見さ

れました。竪穴住居の平面形は，張り出

しのある方形で，南九州特有の花弁形に

近いものでした。このような形の住居跡

は，大隅半島で多く見つかっており，大

口・伊佐地域では初めての発見となりま

す。

　また，指宿市の南摺ヶ浜遺跡では，前

号で掲載した立石土坑墓のほかに，円形

周溝墓も確認されました。これは，薩摩

半島では初めての発見例となります。

　　　　　　　　　　　 しも の はら　  　いせき　　         　たてあなじゅうきょ

　　 けん　 　ふく    　　　こ ふん　　　　　　　しゅうらくあと　　はっけん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へいめんけい　　　　  は　　

                   ほうけい 　           　　　　とくゆう 　　 か べんがた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　 おおすみはんとう

　　　　　 い  さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　みなみすりが はま

　　　    けいさい　　　　 りっせき  ど こう ぼ　　　　　　　　　　　　えんけい

 しゅうこうぼ　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さつ ま
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速報
！

速報
！

　本年度，当センターでは20遺跡の発掘調

査を実施しました。これらの中から、11遺

跡について主な成果を紹介します。

　

センター発掘調査の成果
平成19年度

　表面にヘラを使って絵を描いてある土器

が数点見つかりました。　

　弥生絵画の手法が見られますが，何が描

かれているのかはまだ分かっていません。

　　  ひょうめん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 えが　

　　　　　　 　 かい　が　    しゅ ほう 

          　　　　　　　　　　　　　

②　何を描いたのか…絵画土器
　～南摺ヶ浜遺跡～（指宿市）

④　近世の石垣
　～二渡船渡ノ上遺跡～（さつま町）
　縄文時代・古墳時

代の土器や，幅５ｍ

ほどの近世の石垣な

どが発見されました。

　なぜ，このような

石垣がつくられたのかははっきりしません。

　　   じょうもん　　

　　　　    　　　　　　　　 はば

　　　　　　　　きんせい　　　いしがき

　　　　

  　

　　ふた　わたりふなわたし　の　うえ

　下ノ原Ｂ遺跡では，古墳時代の竪穴住

居が８軒見つかりました。住居内の埋土

からは，直径６㎜ほどのガラス製の青い

小玉が３個見つかりました。また，石で

作られた小玉も２個見つかりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　ない　　  まい　ど   

 　       　　　　　 ちょっけい　　　　　　        　　　　　　　　　せい   　　　       

　 こ だま

   

①　住居内からガラス玉
　～下ノ原Ｂ遺跡～（大口市）

　　しも 　の　はら

　中津野遺跡では，古墳時

代の木製農具のほか，新た

に杭列や十数本の木を敷い

た木道と見られる木列が発

見されました。

　                                        

　　　　　もくせい のう  ぐ           　　　　　あら

　　 くい                                     　し　

　　もく どう

⑤　田んぼの下に木列　
～中津野遺跡～（南さつま市）

　                                      もく れつ

なか　 つ 　の      

　弥生時代の住居跡が１

軒見つかりました。住居

内には床面より１段高く

なったベッド状遺構があ

ります。　

　

　　　　　　　　ゆか めん

⑥　ベッド状遺構のある住居跡
～堂園遺跡Ａ地点～（南九州市）

　　                 　　　    じょう  い  こう

          どう ぞの 

　　　　　　　　　　　 い   ど   あと

     かわ ぼね

　川骨遺跡では，弥生

時代や古墳時代の土器

や溝，柱の穴などが発

見されました。また，

江戸時代につくられた

井戸が発見され，７段

に積み上げた石の枠が

確認されました。

　　　　　　　　　　　                      や　よい

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　みぞ 　　　　　　　あな　

　　　　

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

    　

              　　　　　　　　　　　　 　　 わく　　

③　近世の井戸跡
　～川骨遺跡～（薩摩川内市）
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⑩
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近日
開催
！

近日
開催
！新発見！かごしまの遺跡2008

上野原縄文の森展示館で，４月中旬から開催する予定です。

　　　                                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんじょう せき  ふ

　             みや　が　はら　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

⑦　縄文時代の「ドーナツ」？ 環状石斧が出土
　～宮ケ原遺跡～（曽於市）
　直径約12㎝，孔の直径３㎝，厚さ約2.7㎝の“ドー

ナツ”のような石器は，環状石斧と呼んでいます。

　真ん中の孔に棒をさして使用したと考えられて

います。

　　 ちょっけい　 　　　　　　　　あな　　　　　　　　　　　　　　あつ

                 　                                ぼう

　　　                     の　　がた　　まえ　　だん　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

⑨ ８基の集石を確認　
 ～野方前段遺跡～（大崎町）
　野方前段遺跡では，縄文時代早期後葉の

集石が８基検出されています。写真はその

内の１基で，直径

１ｍほどの範囲に

こぶし大の石を集

めてあります。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　                                                                   そう き  こう よう

 しゅうせき

　　　　　　　　　　　　　はん　い　　　　　　　　　

　　　                      か      じ        き       ぼり　　　　　　　　　

　　　

⑩　縄文時代後期の落とし穴
　～加治木堀遺跡～（大崎町）
　加治木堀

遺跡では，

古代の道跡

のほかに，

縄文時代後

期の落とし

穴が見つか

りました。

　落とし穴は，深さが170㎝，横幅が180㎝

あり，円筒形で丁寧に作られています。獲

物を獲得する願いが込められているのでし

ょう。

 　　こ だい　　　みち あと

　　　　　　　　

                  えん とう　　　　　てい　ねい      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え

  　もの　 　 かくとく       　　ねが　　　 　　こ

　　　                                     　       たん　　か　　ぼく

　まえ　はた　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

⑪　竪穴住居内に炭化木
　～前畑遺跡～（鹿屋市）
 　弥生時代中期後半の竪穴住居跡が11軒発

見されました。

　建物の建築材の

可能性がある炭化

物が重なって出土

しているとして高

く注目されています。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 こう はん

　　　　　　　　　　

　　　たてもの　　　けん ちくざい

 か  のう せい　　　　　　　 たん　か

ぶつ

　　　                     　にし　　はら　だん
⑧ 弥生時代の土器出土　
～西原段Ⅰ遺跡～（曽於市）

　西原段Ⅰ遺跡で発見された弥生時

代終末期の土器です。１個体が全存

形でつぶれた状態で出土しました。

　

　　しゅうまつ　き               　 　　　　　　　　　こ　たい　　  ぜんぞん

けい



」
上 野 原 縄 文 の 森 展 示 館 で， た だ 今 開 催 中！ ~

～ 下 ノ 原 Ｂ 遺 跡（ 大 口 市 ）・ 宮 ヶ 原 遺 跡（ 曽 於 市 大 隅 町 ） ～

「第20回企画展 ・

教 育 県 民 週 間 に 現 地 説 明 会 を 実 施

下ノ原Ｂ遺跡

宮ケ原遺跡

　地域が育む「かごしまの教育」県民週間に，下ノ原Ｂ遺

跡（11/10）,宮ヶ原遺跡(11/17)の現地説明会が行われ，合

わせて383名の見学者がありました。

　下ノ原Ｂ遺跡では，発見された古墳時代の竪穴住居跡や,

出土したガラス玉などを公開しました。また，アンギン編

みや，連穴土坑や集石で調理した秋の味覚で，古代生活体

験を楽しみました。

　宮ヶ原遺跡では，縄文時代の集石や石鏃などの説明や，

表土はぎや測量など発掘調査の実際も紹介しました。

また，東九州自動車道建設関連の遺跡から出土した土器や石器などもあわせて公開しました。

　第20回の企画展は，江戸時代に鹿児島で焼かれた薩摩焼をテーマに開催しています。発掘調査

で出土した，殿様から庶民までが使用していた薩摩焼を中心に，当時の生活を再現しています。

１月19日には,「薩摩焼の誕生」をテーマに，関一之氏（鹿児島陶磁器研究会）と関明恵文化財主

事（県立埋蔵文化財センター）による講演会も実施されました。

　今回特に，「篤姫」コーナーも設置し，篤姫の将軍家輿入の頃に完成した薩摩焼の優品である

「金襴手」や，鹿児島城下町絵図などのパネルも展示しています。３月30日までの開催です。

はぐく けんみんしゅうかん

あ

れんけつ どこう ちょうり みかく こだい せいかつ たい

けん

せきぞく

ひょうど そくりょう じっさい

ひがしきゅうしゅうじどうしゃどうけんせつかんれん

きかくてん え　ど　じだい さつま　やき かいさい

とのさま しょみん さいげん

たんじょう せき かずゆき とう　じ　き けんきゅうかい せき あきえ ぶん か ざい しゅ

こうえんかい じっしじ

あつひめ しょうぐんけ こしいれ ゆうひん

きん らん て じょう か まち え　ず
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「竪穴住居」

上野原遺跡　実測図

のぞいて
みよう！

ウフタ遺跡　竪穴住居の内部

上野原縄文の森の復元集落

竪穴住居をつくっている様子（イメージ）

竪穴住居内の様子（イメージ）

九日田遺跡　竪穴住居の内部

長田遺跡の復元竪穴住居

（霧島市国分：弥生時代中期）上野原遺跡

ながた

（志布志市有明町：古墳時代前期）長田遺跡

　１段深く掘られた円形の

竪穴のまわりに，花びらの

ような形（花弁形）の張り

出し部分があります。南九

州に見られる独特な竪穴住

居です。

　           ふか

　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　 どくとく

　ほぼ正方形の竪穴の内部

に柱が４本あり，周囲に浅

い溝がめぐっています。

　このような竪穴住居は，

古墳時代に全国的に見られ

ます。

　   

  

  　みぞ

方形

花弁形

竪穴住居って何？

どんな種類があるの？

　サンゴの石積みの壁を

もつ竪穴住居で，奄美諸

島や沖縄諸島に特徴的に

見られます。

　中央部に石組みの炉が

あり，そのまわりには一

段高い小部屋，倉庫，出

入り口があります。

　　　　　　　　　　　 いしづ   　　　　かべ　　

　  　　                  　　 あま み しょ

とう 　　おきなわ         　　とくちょう

　　

         　　　　　　　いしぐ

                                            いち

だん    　　　　　　　　       そう こ  

（龍郷町：弥生時代前期）ウフタ遺跡石積
　ほぼ円形の竪穴に，６

つの柱穴を等間隔にあけ

ています。南九州の縄文

時代中期の代表的な竪穴

住居です。

　中央部には，浅く掘り

込んだ炉もありました。

　　　　

　　　　　　　　　　　とうかんかく

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　 あさ

　　　　　    ろ

（霧島市牧園町：縄文時代中期）九日田遺跡
く にちでん

円形

　床面の形が方形（四角）や円形，だ円形のもの，柱の数や位置

が異なるものなどがあり，時代や地域により違いが見られます。

　        

    こと

　地面を掘り下げ，底を平らにして床と

し，その上に屋根をふいた，

半地下式の住居のことです。

　　　じ めん    　　　　　　　　　　　　　　　　たい

　　　　　　　　　　　　　　や　ね　　

はん ち  か  しき

　上野原縄文の森では，縄文時代早期（約9500年前）の復元集落

（10軒）のほかに，県内各地で発見された住居の中から，代表的

な「竪穴住居」６軒を古代家屋群として復元してあります。

　今回は，奈良時代頃までは一般的な住居だった「竪穴住居」に

ついて紹介します。　

　　　うえ のはらじょうもん　　もり　　　　　　　　　　　　　　　　そうき　　　　　　　　　　　　             ふくげんしゅうらく

　　　　　けん　　　　　　　　　　　　　　

　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か おくぐん　

　　　　　　　　　　　　な　ら　　　　　　　　　　　　　　いっぱんてき

復元集落

古代家屋群

埋蔵文化財
センター

縄文の森
展示館

遺跡保存館

地層
観察館

体験
学習館

駐車場 駐車場

竪穴住居の中を見学できます。
縄文の森で，
古代体験を
してみませ
んか？



シンポジウムで使われたパンフレット

参加者の声

ほ

ほこ

ふる

　シンポジウムに参加した方の感想を紹介します。　　　　　　　　　

・　３万年前の落とし穴に感動しま

　した。　　　　　　　(西之表市)

・　昔から，人は落とし穴を掘って

　狩りをしていたのだなと改めて感

　心しました。(中種子町：中学生)

・　紙芝居もおもしろかった。

　　　　　　　(中種子町：小学生)

・　感動！　種子島の誇り。

　　　　　　　　　　（中種子町)

・　話を聞いていて何か震えが来ま

　した。　　　　　　（南種子町)       
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現地説明会の様子

と う ろ ん  お　お  　つ　　　ぼ　 ば　た  

こう こ がく  

かいさい

つつがた

すずきとしなか すぎやましん じ

 はつ ね   が  はら

 い   ぎ  とう

たいしょう かみ　し　ばい  り  とう せんたい

えもの

なか た ね きょうさい

しゅりょう

かっ たつ

とつ ぜん

ねん れい

きちょうほうこく たちきり

　10月27日，中種子町の共催を得て，「種子

島こり～な」で，『大津保畑遺跡落とし穴シ

ンポジウム～今，よみがえる３万年前の種子

島～』を開催しました。当日は島内を中心に

多くの考古学ファンが“ 日本最古の落とし

穴”についての討論を熱心に聞き入っていま

した。

  基調報告では，立切遺跡と大津保畑遺跡に

ついて，それぞれの調査担当者が紹介しまし

た。大津保畑遺跡の落とし穴の形には，通常

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の筒形とフラスコ形の２種類の形態があり，フラスコ形は旧石器時代では初めての発見との報告がありま

した。続く討論会では，稲田孝司氏・鈴木敏中氏・杉山真二氏をパネリストに迎え，当センター職員を交

えて，落とし穴の時代の認定や，静岡県初音ヶ原遺跡等の遺跡と比較しながら，狩猟法や獲物の種類及び

最新情報や研究の現状，落とし穴の歴史的意義等について闊達な討論が行われました。

　シンポジウム当日と翌日には，遺跡の現地説明会も開催し，126名の見学者がありました。小学校低学

年を対象とした落とし穴の“紙芝居”や，特別参加した“離島戦隊タネガシマン”の突然の登場も手伝い

年齢に関係なく誰でも楽しく学べる現地説明会になりました。　

熱い討論！「大津保畑遺跡落落とし穴シンポジウム」

いなだ た か し むか
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ださい。

シンポジウムの様子


